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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月23日(2012.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを取得する方法であって、
　光軸に沿って対象物をスキャンすることと、
　横軸に沿って該対象物を同時にスキャンすることと、
　該スキャンし、該同時にスキャンする間において、該対象物の画像データを取得するこ
とと、
　該取得と同時に該画像データを統合することと、を包含する、方法。
【請求項２】
　前記スキャンすることが、前記対象物の前記光軸と画像面とに沿った相対的な平行移動
を提供することを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記同時にスキャンすることが、前記対象物の前記横軸と画像面とに沿った相対的な平
行移動を提供することを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記取得することが、電荷結合素子を用いることを包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記統合することが、画像プロセッサを用いることを包含する、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記統合の後に前記画像のぼけを除去することをさらに包含する、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　前記統合の後に前記画像データを逆畳み込みすることをさらに包含する、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記画像データの投影と光学上の点像分布関数の投影とから前記対象物の二次元投影を
算出することをさらに包含する、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記光軸に沿った前記相対的な平行移動の方向を選択的に変更することをさらに包含す
る、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記同時にスキャンすることが、前記取得に関連した速度に、前記横軸に沿った前記相
対的な平行移動を同期させることを包含する、請求項３に記載の方法。


	header
	written-amendment

